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研究成果の概要（和文）：本研究では日本語における漢字・漢文を媒介とした中国語からの意味借用の起こり方と要因
を明らかにした上で、その周辺現象をも見ていき、日本語における漢字・漢文訓読を媒介とした言語借用モデルを構築
した。その結果、日本語には意味借用の他、形態統語レベルでの中国語からの借用形式も多く、これらの形式は定訓と
いう社会的に定まった漢字の読み方と漢文訓読という漢文の逐語的翻訳システムに起因するものだと明らかにした。
この他、上記の調査を円滑に行うために、学生アルバイターを雇用し、現在電子化が比較的進んでいない中世の漢字仮
名交じり文資料17点（約173万字）を電子化し、近日インターネット上で公開する予定である。

研究成果の概要（英文）：In this research, I investigated the causes and effects of semantic borrowing as 
well as other forms of linguistic borrowing through kanji and the vernacular reading of Chinese texts 
(kanbun) in Japanese. I found that in addition to semantic loans, a large number of calques, both lexical 
and morphosyntactic, from Chinese are observed in Japanese and these loans are a direct result of two 
sociolinguistic phenomena unique to Japan: teikun (prescribed readings of kanji) and kanbun kundoku 
(vernacular reading of kanbun or 'text transposition').
In order to survey the spread of such borrowed forms to native literature, it was necessary to survey a 
large number of pre-modern, especially Late Middle Japanese (LMJ), texts. Thus, another crucial part of 
this project consisted of digitalizing such texts. In total, my team and I digitalized 17 LMJ kanji-kana 
mixed script texts totaling approximately 1,730,000 characters and plan to release the database on the 
world wide web in the near future.

研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
 日本は古代より中国と盛んに交流してい
く中で，言語の面において中国語から多大な
影響を受けてきた。これまでの日本語史研究
では中国語からの借用語である漢語が比較
的多く取り上げられてきたものの，日本語固
有の語彙である和語における漢字の影響を
取り上げた研究は少ない。漢文訓読において，
漢字・漢語を直訳した言語形式が多いことは
山田孝雄（1935），大坪併治（1981）によっ
て夙に指摘されている。また，漢文訓読を通
して，和語が漢字から本来有しなかった意味
用法を取り入れることがあることは佐藤
（1987）が指摘している。しかし，近年まで
は，このような直訳形式や意味借用について
の徹底的な研究がなかった。ジスク（2013）
は多くの例を示しながら，漢字・漢文を媒介
とした意味借用という現象を詳しく取り上
げたが，言語接触論においてこのような意味
借用がいかなる意義を持つかについての考
察までは至らなかった。そこで，本研究は漢
字・漢文を媒介とした意味借用の例をさらに
見ていくと同時に借用義以外の借用形式を
も視野に入れ，その借用要因について考える
ことで，言語接触論における漢字・漢文を媒
介とした意味借用の位置づけを示す。 
 
２．研究の目的 
 本研究は和語が漢字から本来有しなかっ
た意味を取り入れる現象である意味借用と
その周辺現象を取り上げたものである。研究
目的は大きく，次の四つに分けられる。 
 
(1) 漢字・漢文を媒介とした意味借用はどの
ような状況で起こり，どのような意味領域に
おいて起こりやすいかを明らかにする。 
 
(2) 意味借用の他にどのような借用形式が
見られるかを明らかにし，これらの形式を体
系化した借用モデルを構築する。 
 
(3) 日本語に見られる意味借用と外国語に
見られる意味借用の要因を比較することで，
言語接触論における漢字・漢文を媒介とした
意味借用の位置づけを示す。 
 
(4) 本研究に必要な調査を行うために，現在
比較的電子化が進んでいない中世の漢字仮
名交じり文資料を対象としたデータベース
（「中世漢字仮名交じり文データベース」）を
構築する。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために，以下の手順に
従って研究を行った。 
 
(1) ＜借用義の具体例調査＞ 
 ある意味が借用されたものか日本語内で
自然に生じたものかを判断するためには文
献資料におけるその使用傾向を見ていく必

要がある。本研究では対象となる語の本来の
意味用法を知るためにまず漢字の影響が比
較的少ないと思われる『万葉集』や平安時代
の仮名文学作品におけるその意味用法を調
べた。その後，訓点資料における対象語の例
を探し，本来の意味用法と比較した。和文資
料と訓点資料との間で意味的差異が確認で
きる際には対象語の被訓字の用法を漢籍・仏
典で調査し，漢文訓読に見られる意味拡張が
被訓字に由来するものなのかどうかを考察
した。被訓字に由来するものだと判明した際
には意味借用の例と見なした。借用された意
味が漢文訓読の段階でとどまったものなの
か，日本語の一般の文章まで広がったものな
のかを知るために，和漢混淆文を中心とした
中世・近世の文献資料における対象語の使用
を見ていき，借用された意味がどこまで普及
したかを調査した。中世の文献資料調査には
刊行索引や既存のデータベースに加え，本研
究で作成した「中世漢字仮名交じり文データ
ベース」も利用した。具体例がある程度集ま
った段階で，意味借用の起こる要因と起こり
やすい意味領域について検討した。 
 
(2) ＜日本語における漢字・漢文を媒介とし
た言語借用モデルの構築＞ 
 日本語における漢字・漢文を媒介とした言
語借用形式は借用義の他に多様なものがあ
るが，現在の段階（研究期間開始時）ではこ
れらの借用形式を体系化した研究は見られ
ない。本研究では先行研究と訓点資料の調査
を基に，できるだけ多くの借用形式の例を集
め，それぞれの形式の借用要因と借用されや
すい意味領域について検討した上で，日本語
における漢字・漢文を媒介とした言語借用モ
デルを構築する。 
 
(3) ＜日本語と外国語で見られる意味借用
の比較＞ 
 意味借用は日本語に限った現象ではなく，
接触するどの言語の間にでも起こり得る。本
研究では特に言語借用研究が進んでいる印
欧諸語における意味借用の実態を調べ，日本
語で見られる漢字・漢文を媒介とした意味借
用との類似点・相違点について考えた。印欧
諸語の調査は時間の関係で主に先行研究の
成果に拠るが，一部原資料を調査することも
あった。 
 
(4) ＜中世漢字仮名交じり文データベース
の構築＞ 
 中世の漢字仮名交じり文は，漢文訓読の影
響が濃いことから，意味借用やその他の借用
形式の漢文訓読から一般の文章への普及過
程を示す重要な資料となる。しかし，現状で
はほとんど資料が電子化されていないため，
調査には非常に時間がかかる。本研究で漢文
訓読の影響が特に大きい中世の仏教説話集
と抄物を中心に文献資料の電子テキスト化
を進めた。電子化の方法としては活字で刊行



 

 

された資料の翻刻をスキャナーで読み取り，
スキャンした画像に文字認識（OCR）をかけ
た。OCR の認識ミスの訂正や，ページ番号，
訓点，外字等の情報入力のために，山形大学
工学部から学生アルバイターを計 15 名（年
間 4～5名）雇用し，3年間で約 1,100 時間の
校正作業を依頼した。 
  
４．研究成果 
 本研究は開始当初，意味借用を中心に取り
上げるものであったが，一年目の後半から分
析の的が借用形式全般の体系化と，漢字・漢
文を媒介とした言語借用の要因に推移した。
このように方針を変えたのは，研究期間以前
からすでに借用義の例を多く集めており，言
語接触論において漢字・漢文を媒介とした意
味借用はいかなる意義を持つかを明らかに
するためには借用義以外の借用形式にも注
目し，その借用要因を探る必要があると判断
したためである。 
 以上のような事情から，本研究では具体例
調査を「まなぶ」と「まねぶ」の 2 語に限っ
た。「まなぶ」と「まねぶ」は*mana（被覆形）
～mane（露出形）という名詞から派生した同
根語だと考えられるが，平安時代に至っては
両者に厳密な使い分けが見られる。すなわち，
「まなぶ」は学習する義，「まねぶ」は模倣
する義で使われ，混合した例はほとんど見ら
れない。一方，訓点資料に目を向けると，「学」
字の訓として「まなぶ」も「まねぶ」も学習・
模倣の両方の義に用いられている。「学」字
には学習・模倣の両方の意味があるが，「ま
なぶ」「まねぶ」は漢文訓読において「学」
字の訓として定着することでその影響を受
け，混同されるようになったと考えられる。
中世以降，訓点資料では模倣の義に用いた
「まなぶ」の例が増え，中世以降の漢字仮名
混じり文にもこの用法が多く見られる。この
成果は第 111 回訓点語学会（学会発表③）で
発表した。 
 本研究期間以前に，書記行為を表す動詞
「うつす」「あらはす」「のる」「のす」と，
啓蒙を表す動詞「あかす」「あきらむ」を取
り上げたが，「まなぶ」「まねぶ」は言ってみ
れば学習を表す動詞であると言える。書記行
為と啓蒙はいずれも中国から入ってきた新
文化概念に当たるものだと言えるが，学習も
多少は中国との接触以前にあったものだと
しても，中国との交流でさらに盛んになった
ものだと言える。したがって，「まなぶ」「ま
ねぶ」のような学習表現の借用には，書記行
為表現・啓蒙表現と同様，文化移入が大きな
要因となったと言える。 
 本研究で上げた最も大きな成果は漢字・漢
文を媒介とした言語借用モデルの構築と借
用要因の解明である。漢字・漢文媒介借用形
式を Betz（1949），Haugen（1950）等の分類
法に基づいて，語と音素そのものを直接取り
入れる移入形式（importation）と外国語の

形式を自国語で再現する模倣形式（imita- 
tion）とに分け，それぞれの形式に借用語，
借用義，翻訳借用語等の下位分類を設けた。
この借用モデルは 2014 年の日本語学会秋季
大会（学会発表⑦）で発表した後，さらに改
訂して論文化している（雑誌論文④）。以下
に雑誌論文④で提唱した借用モデルと，各形
式の例を示す。なお，各形式の詳細な説明に
ついては雑誌論文④を参照。 
 
A. 移入（importation） 

1.借用語（loanword）：学問，巡礼，供養，
上手，門，絵，一，二，三，今日，今晩 

2.借用接辞（loan affix）：不…，非…，
可…，被…，…様，…流，…派，…的 

3.借用文体（loan stylistics）：漢文体（正
格漢文） 

4.借用音素（loan phoneme）：喉内鼻音（/ŋ/） 
5.借用音素配列（loan phonotactics）：音
節構造，語内の音素配列 

B. 摸倣（imitation） 
1.借用義（loan meaning）：遊→あそぶ（遊
学），写→うつす（書写） 

2.翻訳借用語（loan translation）：小春
→こはる，青雲→あをくも，天地→あめ
つち 

3. 部 分 的 翻 訳 借 用 語 （ partial loan 
translation）：大納言→おほいものまう
すつかさ，大臣→おほまえつぎみ 

4.借用成句（loan phrase）：四海→よつの
うみ，開花→はながひらく，迎春→はる
をむかふ 

5.借用統語（loan syntax）：語順（倒置法，
提示語法），修辞法（二重否定，二重受
身） 

6.借用転成（loan derivation）： 
conversion：且→かつ（副詞→接続詞） 
morphological derivation：及→およぶ
→および（動詞→接続詞） 

7.字注借用語（annotational rendering）：
『説文解字』：「銀，白金也」→しろがね 

8.字形借用語（etymological rendering）：
娶（女＋取）→めとる 

 
図 1： 漢字・漢文を媒介とした借用モデル 
 
 図 1 からわかるように，漢字・漢文を媒介
とした借用形式には多様なものがあり，特に
これまでにあまり取り上げられてこなかっ
た模倣形式については 8種類もあり，日本語
の歴史的発展に大きな影響を与えている。こ
のような借用モデルを設けた上で，漢字・漢
文を媒介とした言語借用の動機について考
えた。その結果，移入形式は主に異文化摂取
に伴うものであるのに対し，模倣形式は，異
文化摂取も一つの動機となるものの，定訓と
いう一つ一つの漢字に指定された読み方
（prescribed reading）と，漢文訓読という
原漢文を残しながら，逐語的に自国語に“移



 

 

調”していく漢字文化圏特有の翻訳システム
（text transposition）に起因することを明
らかにした。すなわち，漢文訓読では自然な
日本語の文章を作ることより，元の文章をシ
ステマティックに読んで，その意味を正確に
表すという点に重心が置かれ，その結果，本
来の日本語ではあり得ないような表現が多
く生まれたのである。借用要因としての定訓
と漢文訓読については 2013 年の日本歴史言
語学会大会（学会発表⑥）と 2014 年の
Linguistic Society of America Annual 
Conference（学会発表④）で発表した後，雑
誌論文④でまとめた。また，2015 年 12 月に
フランスのパリ第七大学（ディドロ）に招待
講演で呼ばれた際に，漢文訓読と言語借用に
おけるその関与について発表した。 
 日本語と印欧諸語における意味借用の比
較については Betz（1949），Haugen（1950），
Gneuss（1955），Toth（1980）等の研究から，
ドイツ語や英語で見られる意味借用に二種
類があることがわかった。一つは意味的類縁
性によるもので，例えば，本来幽霊の義しか
持たなかった英語 ghost が幽霊と精霊の両方
の義を持つラテン語 spiritus の影響を受け，
精霊の義を取り入れたようなものを言う。も
う一つは音声的類縁性によるもので，例えば，
本来失礼な発言を表したポルトガル語の
grosseria が音声的に類似していることから，
英語 grocery の影響を受けて食品雑貨店の義
を取り入れたような例を言う。印欧諸語間で
見られる意味借用においては後者の例のほ
うが圧倒的に多いようであるが，日本語と中
国語の場合，印欧諸語と違って系統を異にし，
同根の語を持たないため，このような音声的
類縁性による意味借用は見られない。日本語
で見られる漢字・漢文を媒介とした意味借用
はこれまでの研究で挙げられてきた要因で
解釈しようと思えば，おそらく意味的類縁性
によるものだと言えるだろうが，「載」字の
影響を受けて乗り物の中に位置させる義か
ら，紙媒体に記録する義まで拡張した「のす」
や，「明」字の影響を受けて夜明けまで何か
をして過ごす義から，物事の意味を明らかに
する義まで拡張した「あかす」のように意味
的類縁性が必ずしも明確でない例も少なく
ない。「のせる」や「あかす」のような例で
は意味的類縁性がまったく関わってこない
とは言えないが，意味的類縁性より「載」を
「のす」，「明」を「あかす」という決まった
定訓で統一して訓読しようとしたことが意
味借用の最たる要因となったと言ってよい
だろう。意味借用の要因としての定訓につい
ては学会発表④で詳しく取り上げ，現在論文
化を進めている。 
 「中世漢字仮名交じり文データベース」の
構築は JSPS 特別研究員奨励費 11J07278 交付
期間中から始めたもので，本研究を始める時
点ですでに『雑談集』と『榻鴫暁筆』（中世
の文学，三弥井書店）の電子化を行っていた

が，校正が一回にとどまっていたため，入力
ミスが目立つ状態となっていた。このため，
研究期間の初年度（2013 年度）には『雑談集』
『榻鴫暁筆』の電子テキストを再校正し，テ
キストの信頼性を大きく上げた。初年度の後
半から『三国伝記』（上・下，中世の文学，
三弥井書店）の電子化を始め，2014 年度に完
成した。2014 年度にはこの他，『今物語・隆
房集・東斎随筆』『六代勝事記・五代帝国物
語』（中世の文学，三弥井書店），『源威集』（東
洋文庫），『雑々集』『宝物集―中世古社本三
種』『発心集―異本』（古典文庫），『尊経閣文
庫蔵堺記』（和泉書院影印叢刊），『興福寺本
往生要集』（南都仏教 25・28）の 8 冊 13 作品
の電子化を行った。研究の最終年度（2015 年
度）には『毛詩抄』（4 冊，岩波書店）の電子
化を行った。全部で 17 点の資料，総文字数
約 173 万字規模のデータベースとなった。電
子化したテキストは現在検索しやすいよう
に加工しおり，近日ネットで公開する予定で
ある。 
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